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映画資料展「Moving Text ―映画資料を読む―」開催報告

静岡文化芸術大学図書館・情報センター　
土　屋　麻　子

報 　 告

はじめに
静岡文化芸術大学（以下、本学）では、2013年
3 月、静活株式会社から、雑誌、映画パンフレッ
ト、脚本、図書等合計約5,000点の映画関係資料の
寄贈を受け、約 7年間図書館・情報センター（以
下、当館）にて整理業務を行ってきた。整理業務
を行うなかで、2018年12月、日本脚本アーカイブ
ズ推進コンソーシアムへの所蔵調査1）依頼に協
力し、2021年 2 月には『全国映画資料館録2020』2）

に当館が掲載された。これらの活動を経て、2021
年 3 月、本学ギャラリーにて、映画資料展
「Moving Text ―映画資料を読む―」を開催した。
本展覧会は、「令和 2年度静岡文化芸術大学イベ
ント・シンポジウム等開催費」の採択を受け、本
学デザイン学部、文化政策学部教員 3名の企画・
運営総括の下、当館の職員、デザイン学部実習指
導員と協働で準備し実施したものである。会期中
は本学関係者や地域の方々をはじめ、全国から映
画を専門とする研究者や制作関係者にもご来場い
ただき、展示資料だけでなく、より詳細の資料を
見たいという意見も寄せられた。
本稿では、第 1章で展覧会を企画した意図を述
べる。第 2章では展示計画を説明し、第 3章で展
覧会概要を報告する。第 4章では来場者の声をア
ンケート結果を踏まえて紹介する。

1．企画意図
1.1　静活株式会社と映画資料寄贈の経緯
本学へ映画資料を寄贈した静活株式会社（以下、
静活）は、1919（大正 8）年、静岡市七間町に静
岡活動写真株式会社として創業し、1958（昭和33）
年には静岡市中心部で14館の映画館を経営してい
たが、2011（平成23）年10月、静岡市内のすべて

の映画館をシネマ・コンプレックスへ移行した。
これを機会に、静活が所蔵していた多数の映画関
係資料は、本学だけでなく、映画を専門とする全
国の公的機関へ寄贈された。
本学で寄贈を受けた映画資料は、1930年代から
2000年代までに制作された雑誌53タイトル約
3,500冊、映画パンフレット約1,400冊、脚本277冊、
図書50冊、映画フライヤー 176枚、映画鑑賞券135
枚、合計約5,000点に及ぶものであった。

1.2　資料の背景
資料の整理はその種類の多さゆえに難渋したが、
作業が進むにつれ、いくつかの発見があった。
第一に、浜松にゆかりのある映画人で映画編集
者の浦岡敬一3）が関わった作品の脚本、映画パン
フレットが一定数あること。第二に、脚本には、
作品の企画段階から決定稿にいたるまで複数の
バージョンがあり、使用者の書き込みのあるもの
が散見されること。第三に、映画パンフレットに
は、制作された年代によっては、ひとつの作品に
おいてデザインや掲載内容の異なるものが存在す
ること。第四に、静活での上映作品群だけなく、
都内ミニシアターで上映され発行した映画パンフ
レットが多数存在すること。第五に、1950年代の
日本映画作品の資料が殆ど見当たらないこと。以
上の 5点である。
資料を何度も見ているうちに、発見が疑問へと
変わり、それを解決するために調査が始まる、と
いう日が続いた。整理作業が終盤にさしかかった
頃、私は、これらの資料を、学内で映画愛好者が
個人の楽しみとして閲覧するだけでなく、映画や
映像表現に関わる学生、研究者、一般の方々へ公
開し、地域の文化資源として共有することが大切
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2.3　目的
1.2 資料の背景で述べたことと重複するが、展
覧会の目的は以下のとおりである。
・ 図書館・情報センターに収蔵された映画資料を
学内外へ公開することで、学生や研究者のみな
らず地域へ学びの場や大学と交流する機会を提
供すること。
・ 本学図書館・情報センターへの映画資料収蔵に
ついて、国内の映画関係機関や映像アーカイブ
組織へ告知し、資料の保存と活用の連携を図る
こと。
・ 展覧会をとおして学内での図書館・情報セン
ターの存在意義を高め、大学の広報へつなげる
こと。

2.4　構想
7 月上旬から始まったプロジェクトメンバーに

よるミーティングでは、展示内容について何度も
話し合いが行われ、展示コンセプト、展示タイト
ルは池田の発案により、以下のように決定した。
「雑誌、パンフレット、脚本、映画館プログラ
ムなど様々な媒体の映画資料を、解釈が固定され
た懐古的なものと捉えるのではなく、今もなお読
み手との関わりのなかで変化や運動を続ける“動
いているテキスト”として見直すことで、作品の
新たな価値を見出し、それに伴う豊かな表現を発
見する。」展示タイトルは「Moving Text ―映画資
料を読む―」とする。
また、このコンセプトに沿って、次のアイデア
が取り入れられた。
・ 鑑賞者が展示資料（テキスト）を自由に手に
取って読むことができるようにする。
・ 図書館とは異なる空間（展覧会）でテキストを
読む体験が、映画作品への造詣を深め、鑑賞者
の自発的な学びにつながるように、会場周辺に
関連書籍を置き、図書館の蔵書へナビゲートす
る仕組みを取り入れる。
・ 展示什器は既存のものを使用せず、上記コンセ
プトに合致したものを制作する。
・ 会期中、会場の近くで映画関係者の講演会を開
催し、一般の聴講を可能とする。

だと考えるようになった。また、脚本や映画パン
フレットの目録作成が難航したことから、全国の
映画関係機関や映像アーカイブ組織へ当館の映画
資料収蔵を告知し、資料の保存と活用のために連
携してネットワークを構築することが必要だと感
じた。
以上の経緯から、寄贈映画資料を学内外へ公開
する「教職協働の展示計画」がスタートした。

2 ．展示計画
2.1　予算
当館には、展示やイベント開催の予算がないた
め、展覧会を開催するために必要な経費は、デザ
イン学部教授である図書館・情報センター長（当
時）に相談し、「令和 2年度静岡文化芸術大学イベ
ント・シンポジウム等開催費」に申請することと
なった。その結果、400,000円で採択が決定した。

2.2　体制
2020年 2 月、予算獲得のために展覧会プロジェ
クトを結成した。構成員は図書館・情報センター
長（当時）であるデザイン学部教授（メディア・
アート、インタラクションデザイン）のほか、デ
ザイン学部講師（映像表現）、文化政策学部教授
（文化社会学、メディア論）が展覧会の企画・運営
を総括し、資料の選定と管理について筆者を含む
当館の職員 2名が担当することとなった。
事業採択決定後、上記メンバーの他、展覧会の
デザイン全般を担当するチームが編成され、最終
的に展示体制は以下のような構成となった。
・ 企画・運営総括：池田泰教（デザイン学部講
師、実施代表者）、加藤裕治（文化政策学部教
授）、的場ひろし（デザイン学部教授）
・ 資料選定・管理：土屋麻子、井出直樹（図書
館・情報センター［大学事務局情報室図書係］）
・ グラフィックデザイン：博多哲也（デザイン学
部実習指導員）
・ 空間構成：髙部亘、根木隆之（デザイン学部実
習指導員）、池田泰教（前掲）
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2.5　展示テーマと個々の役割
展示コンセプト決定後、ミーティングでは、
個々の作業の進捗状況について情報の共有を図り
ながら、展示テーマと展示資料数について意見交
換が行われた。展示テーマは、セクション 1「地
域と映画文化」、セクション 2「映画パンフレット
の世界」、セクション 3「制作の舞台裏」に決定
し、筆者を含め当館の職員が映画館プログラム、
映画パンフレット、映画脚本120点の展示資料を
選定した。　
このうち、セクション 1「地域と映画文化」、セ
クション 3「制作の舞台裏」で展示した資料の一
部は、県内の映画資料所蔵機関である静岡県立中
央図書館、木下惠介記念館、特定非営利活動法人
トータルケアセンター「浦岡敬一のシゴト部屋」
から借用した。
また、デザインチームの 4名が、会場の空間設
計、展示什器・木製ストゥールの制作、解説スク
リーン、キャプション、展示目録（ハンドアウ
ト）、DM、大学ホームページへ掲載する展覧会情
報の作成等グラフィックデザイン全般について担
当した。
会期中のイベントは、金沢のミニシアター、シ
ネモンド代表・一般社団法人こども映画教室®代
表理事の土肥悦子氏に講演を依頼し、併せてプロ
ジェクトメンバーの教員 2名とのトークセッショ
ンを行うことを決定した。（要申込・定員制）
広報活動では、事務局地域連携室の協力を得て
展覧会情報のプレスリリースを各新聞社に配布し
た。地元タウン誌『浜松百撰』への記事の掲載、
静岡県図書館協会加盟館、東海地区大学図書館協
議会加盟館、浜松市文化協会、映画関係機関等へ
のDM発送等による情報提供、協力名義の依頼、
資料借用手続き、展示に関わる著作権処理は、す
べて当館の職員が行った。
トークイベントの会場設営、記録、配信、展覧
会受付業務は、事務局地域連携室と本学学生の協
力を得て行った。
また、会場での新型コロナウイルス感染症拡大
防止対応として、来場者へマスク着用とアルコー
ル消毒、入場時の検温を依頼するほか、一部保護

の必要な資料を除き、展示資料を手に取って鑑賞
していただくために、受付で使い捨て手袋を配布
し着用をお願いすることとした。

3 ．展覧会概要　　
会期： 2021年 3 月 4 日（木）～ 4月 6日（火）
　　　11時～ 18時　
休館：3/7、3/11 ～ 13、3/22 ～ 23
場所：静岡文化芸術大学　ギャラリー
主催： 静岡文化芸術大学　文化・芸術研究センター
協力： 静活株式会社、静岡県立中央図書館、木下

惠介記念館（浜松市旧浜松銀行協会）［指定
管理者：浜松創造都市協議会・東海ビル管
理グループ］、特定非営利活動法人トータ
ルケアセンター「浦岡敬一のシゴト部屋」

什器設計：LAP（laplab.jp）
制作協力：ファブラボ浜松テイクスペース
企画・運営総括：池田泰教、加藤裕治、的場ひろし
資料選定：土屋麻子、井出直樹
グラフィックデザイン：博多哲也
空間設計：髙部亘、根木隆之、池田泰教

3.1　展示空間
展示資料は、セクション 1の映画館プログラム
以外は、原則一資料に一台の什器（木製ストゥー
ル）を使用し、什器は大きさや高さを変え、資料
は平置きするものと立てるものを混在させた。什
器の上に立てて展示する場合はアクリル製のブッ
クスタンドを使用し、資料を開いた状態に固定す
る補助具は天竜川の石を使用した。鑑賞のルート
はあえて明示せず、鑑賞者が自由にテキストを読
む雰囲気を創出した。
　
3.2　展示内容
セクション 1　地域と映画文化（図 1）4）

1930年代から1950年代の静岡市内での映画受容
を知る手がかりとして、静活が経営していた映画
館の上映館プログラムを中心に展示した。
また、静活の創業から映画館を閉鎖した2011年
までの映画館の歴史を、当時の写真と共に年表を
作成して表現した（図 2）5）。この時期に静活が
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図 1　解説スクリーン§ 1地域と映画文化 図 4　解説スクリーン§ 3制作の舞台裏

図 2　解説スクリーン§ 1静活映画館の歴史
（静岡地区抜粋）

図 5　解説スクリーン§ 3浦岡の加筆脚本

図 3　解説スクリーン§ 2映画パンフレットの世界 図 6　解説スクリーン§ 3浦岡の加筆の一部
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制作・発行していた映画館プログラム『銀幕週報』
には、鑑賞の優待券や近隣の店舗広告が掲載され
ており、映画館が地域振興の役割を担っていた様
子がうかがえる。
展示作品：映画館プログラム12点　年表「静活の
映画館の歴史」（静岡地区抜粋）

セクション 2　映画パンフレットの世界（図 3）
寄贈を受けた映画パンフレットには、静活での
封切作品のほかに東京のミニシアターで上映され
発行したパンフレットが多数含まれていた。ま
た、ある一定の年代に制作されたパンフレットに
は、一つの作品に対して表紙のデザインや中身の
異なるものが複数存在していた。時代の変化とと
もに掲載内容も充実する映画パンフレットの魅力
を紹介するために、このセクションでは、会期を
前・後期に分け、展示資料をすべて入れ替えた。
展示前期（3/4 ～ 3/21）では静活の封切作品を
中心に、1950年代から2000年代までに上映された
映画パンフレットを年代別に展示した。展示後期
（3/24 ～ 4/6）では、1980年代から1990年代までの
ミニシアター文化とパンフレットの多彩なデザイ
ンに注目し、ミニシアターでの上映作品群と一つ
の作品で複数の異なる内容のパンフレットを並列
して展示した。
展示作品：映画パンフレット　前期：40点　後
期：38点

セクション 3　制作の舞台裏（図 4）
映画制作で用いられる脚本は、制作過程によっ
て「準備稿」「改訂稿」「決定稿」など各段階で製
本される稀なテキストである。今回寄贈を受けた
脚本には、制作スタッフの書き込みの跡が残るも
のが多数あり、これらは、映画制作の過程が垣間
見える貴重な資料である。本展では、浜松にゆか
りのある映画人、浦岡敬一と木下惠介6）の作品を
中心に展示した。
映画編集者浦岡敬一は、小津安二郎監督作品な
どの編集助手を経て、1958年『人間の條件』（小林
正樹監督、1959年公開）で編集技師となり、その
後も『青春残酷物語』（1960年公開）『日本の夜と

霧』（1960年公開）『東京裁判』（1983年公開）など
多くの話題作を担当した。
浦岡の作品では、『優駿 ORACION』（1988年公
開）脚本検討稿、準備稿II、決定稿を並列して展
示するだけでなく、浦岡の脚本への加筆部分に着
目し、新たにスクリーンを制作して展示した（図
5 7）， 6）。
木下惠介の監督作品『二十四の瞳』（1954年公
開）は、木下が使用した台本と、同一タイトルの
新たな解釈とリメイクの例として1987年に公開さ
れた『二十四の瞳』（監督：浅間義隆　脚本：木下
惠介）の脚本を併せて展示した。
脚本と映画パンフレット双方がある作品は、セ
クション 2で同作品のパンフレットも展示し、テ
キストの対比ができるように配慮した。
展示作品：映画脚本　29点
　
その他、会場出入口付近 2か所に、展示資料に
関連した書籍を20冊程度配置した。書籍は来場予
定の映画関係者に関わる著作も含め、適宜入替え
を行い、来場者が展覧会鑑賞後自由に閲覧できる
ようにした（図12）。
書籍を配置した什器は、展示場内と同様のス
トゥールを用い、来場者が書籍を読んだり、アン
ケートを記入する際のテーブルや椅子としても利
用可とした。

3.3　講演会とトークセッション
2021年 3 月25日（木）13：30 ～ 15：30　会場の
ギャラリー前のフロアで、土肥悦子氏の講演会と
本学教員によるトークセッションが行われた。
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、一
般聴講者の参加の可否については開催間際まで議
論が続けられたが、定員20名のところ18名の応募
者があり、その他多数の学内関係者の参加もあっ
て、会場は立ち見が出る盛況となった（図13，14）。
地域と映画文化の架け橋となる実践を数多くし
てこられた土肥氏の報告に、多くの参加者が刺激
を受け、終了後も議論を続ける様子が見られた。
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図 7　会場エントランス 図11　展示の様子

図 8　展示の様子　 図12　会場出入口周辺に設置した書籍

図 9　展示の様子 図13　講演会とトークセッション

図10　展示の様子 図14　講演会で行われたワークショップの様子
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4 ．来場者の声とアンケート結果
展覧会開催期間は28日間、来場者数370名、その
うち、アンケート回答者は270名、回収率は73％で
あった。
年度末の本学学生が春休み期間中の開催となり、
当初、集客について難色を示す声もあったが、会
期前期（3/4 ～ 3/21）では、10代、20代の来場者
が全体の51％を占め（うち大学生は38％）、本学学
生が熱心に鑑賞している様子がうかがえた。アン
ケートで「とてもよかった」「よかった」と回答し
た割合は97％に上った（図15）。自由記述欄の回
答も79％、44％と思いのほか高く、展覧会に好意
的な印象を持ったものが多かった。
なかでも、「手にとって触れて読むことが可能と
いう展示形式がおもしろい」「ふだん見られない貴
重な資料を手にとって楽しめた」「脚本の加筆、修
正など映画制作の過程を見ることができてよかっ
た」「映画パンフレットの比較がおもしろかった」
「展示構成、空間構成が良かった」「什器も素敵」
「他の資料も見たい」等の感想は数多く寄せられ
ていた。同時に「小さくてもよいのでどのように
貴重か（展示資料に）説明がほしかった」「情報発
信が弱い」という意見もあった。キャプションの
表示やSNSも視野に入れた広報のあり方が、今後
の課題として残った。
また、映画関係者の来場は、資料のアーカイブ
化について直接意見を交わす貴重な機会となり、
今後の映画資料の活用について本学と当館への期
待が込められていると感じた。

5 ．おわりに
映画資料の寄贈を受けたとき、初めてふれる資
料も多く、整理業務は苦労の連続であった。しか
し、長い期間資料と向き合ったことが、地域に埋
もれた新たな資料の発見につながり、『全国映画資
料館録2020』掲載への道を拓いた。無駄な作業は
ひとつも無かった。
会場で「もっと多くの資料を観たいです」とい
う感想をしばしば耳にした。今後、大学や図書館
だけでなく、映画関係機関や美術館、博物館等と
連携し、当館の蔵書を用いた企画を実現すること

ができれば、より魅力的な地域との交流が可能に
なると考えている。
最後に、多忙な業務の合間を縫って共に展覧会
の運営を担ったプロジェクトメンバーとさまざま
なお力添えをたまわった関係のみなさまへ深く感
謝し、結びの言葉としたい。

注
1 ）平成30年度文化庁の委託調査研究事業「文化関
係資料アーカイブ構築の調査研究」の一環とし
て、放送局や博物館等の施設に所蔵されている
脚本（図書として出版されたものを除く）の実
態調査のうち、大学図書館へ依頼されたアン
ケートによる所蔵調査。一般社団法人日本脚本
アーカイブズ推進コンソーシアムが主体となる
活動として行われた。

2）国立映画アーカイブ、映像産業振興機構が編集
し、文化庁、国立映画アーカイブが発行した冊
子。全国の映画資料（ノンフィルム）所蔵館の
コレクション内容や展示活動等の情報がまとめ
られている。2010年版、2015年版もある。2020
年版は以下のURL からも全文の閲覧が可能。
（2021年 8 月31日参照）https://www.vipo.or.jp/u/

zenkokueigashiryokanroku2020.pdf

3 ）映画編集者。1930年伊豆下田生まれ、2008年没。
1958年日本映画編集協会（現・日本映画・テレ
ビ編集協会）を発足し、編集者の自立や後進の
育成に尽力した。晩年は家族とともに浜松で暮
らす。浜松では地元タウン誌『浜松百撰』主催
の映像塾で講師を務めた。著書に『映画編集と
は何か−浦岡敬一の技法』平凡社，1994年があ
る。

4）11行目　誤：発進　正：発信
5）制作にあたって静活株式会社、株式会社ピー
エーシーより資料の提供を受けた。

6）映画監督、脚本家。1912年浜松生まれ、1998年没。
2011年10月 2 日、静活の映画館オリオン座の終
幕では、代表作『二十四の瞳』（1954年公開）が
上映された。

7） 2行目　誤：『人間の条件』正：『人間の條件』
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前期 後期 全体■年齢

前期 後期 全体■職業

前期 後期 全体
Q 2．映画資料展「Moving Text －映画資料を読む－」はいかがでしたか？

前期 後期 全体
Q 4．どの展示が一番印象に残りましたか。

図15　来場者アンケート結果抜粋



− 24 −

資
料
1
　
前
後
期
展
示
目
録
（
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
）　
20
21
年
3
月
4
日
～
4
月
6
日

注
：
3
制
作
の
舞
台
裏
　
4
行
目
　
誤
：
人
間
の
条
件
　
正
：
人
間
の
條
件

注
：
2
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
世
界
　
前
・
後
期
で
展
示
入
替
　
中
段
：
前
期
目
録
　
下
段
：
後
期
目
録



− 25 −

　
資
料
2
　
展
覧
会
D
M
　
上
段
：
表
　
下
段
：
裏




